
例会報告

●第2153回例会　平成28年11月30日（水）曇
●11月はロータリー財団月間
●ロータリーソング　　四つのテスト

●出席報告　　会員　　　名中　　出席67名

　　　　　　　出席率70.53％　修正出席率86.42％

（11月９日分）

　修正出席率81.82％

（11月16日分）

●ゲスト紹介
　ゲストスピーカー

　　元気象庁本庁海上統括予報官　小坂　順一氏

●ニコボックス
　「「自然環境である気象と防衛について考える」という

テーマで小坂順一さんに卓話をしていただきます。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤尚貴君

　「ロータリーの友12月号の14ページにＷＦＦでの和合

ロータリーのメンバーの写真が掲載されています!!お

楽しみ下さい!!」　　　　　　　　　　 福田哲三君

　「麻雀会稲川副会長杯第三回戦11月16日二位に大差を

つけ優勝する事が出来ました。皆様（Ｋさん、Ｕさん、

Ｉさん、Ｎさん）の支援を頂き、ありがとうございまし

た。次回もよろしくお願いします。」　　横井辰幸君

　「11月22日銀行のコンペでグロス81で初めてエイジ

シューターを出しました。」　　　　宮下幸二郎君

　「中経連の視察旅行で初めてインドに行ってきました。

４年後には中国を上まわる人口になるそうです。路上

は人も牛も犬も多い国でした。」　　　加治佐健二君

　「無事に退院、生還しました。加藤先生ありがとうござ

いました。」　　　　　　　　　　　 上野山　進君

　「ワンの会ゴルフで良きメンバーと多くのハンディに恵ま

れ初優勝させていただきました。ありがとうございま

した。」　　　　　　　　　　　　　　小池康資君

本日のニコボックス　 7件   20,000円

　累　　計　　84件　649,000円

柏木博喜幹事報告

▽12月のロータリーレート

　12月のロータリーレートは、１ドル106円です。

▽例会変更のお知らせ

名古屋城北ＲＣ　12月13日が例会変更となり12月

20日は通常例会となりました。

▽当クラブ行事予定

　・11月30日（水）　本日例会終了後、クラブアッセ

ンブリーを開催致します。

※理事及び役員、各委員長のご出席をお願い致

します。委員長ご欠席の場合は代理の方のご出

席をお願い致します。

※クラブアッセンブリー終了後、理事会を開催

致します。理事及び役員のご出席をお願い致

します。

　・12月７日（水）　年末会員家族懇親会、場所は

ウェスティンナゴヤキャッスルです。

登録・受付　17 時〜

開会　　　　17 時 30 分〜

閉会　　　　20 時頃予定

※ウェスティンナゴヤキャッスルでのお昼の例

会はございません。

　・12月14日（水）　卓話終了後、年次総会を開催致

します。

※本日、会員名簿記載内容確認用紙を配布してお

ります。

髙木一平会長挨拶

“患者にかける言葉集”
　日々診察していると、このタイプの患者さんにはこの

言葉を、という決まり文句を言うことがあります。笑い

を取ったり、患者さんを慰めたり、教育するための言葉

の数 で々す。

お笑い編から

１）処置の際に暴れる小さな子供には「若い時に苦労

しておくといいよ。」いつも親御さんが大笑いします。

２）鼻炎や蓄膿で鼻が汚い子供には「これはハナでは

ありません。バナです。ちゃんとかみましょうね。」

３）鼻の手術の時に麻酔薬のガーゼを鼻に入れて「後

で取り出す時、万国旗が出てくる予定です。」

４）座薬を渡すとき「これは座って飲む薬ではありま

せん、お間違いなく。」

　医療現場は常に緊張の連続です。真面目な中にも「面

白可笑しく」を忘れない余裕の心が患者も医師をも救

います。

慰めと教育編から

１）心配性の軽い病気の患者さんに対して「悪い病気

ではありません。明日をも知れぬ末期がんの人とご

自分を比べてみて下さい。何と幸せなことでしょう。

今日はこの幸せをかみしめてお帰りください。」

２）すぐに治らないことを悲観する患者さんに「まだ半

分しか治っていないのではなく、もう半分も治った

のです。」

３）耳鳴りに悩む患者さんに「耳鳴りに悩む自分がいる。

それを上から見ていて、鳴っているけどそれがどう

かしたの？と平然と思う自分がいる。常に上にいる

自分、自己を客観視できる自分になって下さい。」

４）薬の副作用を気にする患者さんに「気にしすぎると

副作用が出やすくなります。それよりもどんな風に

効くのか、楽しく、感謝しながら飲んで下さい。きっ

とよい効果が出ますよ。」一種のプラシーボ効果で

す。

５）長く続くこの症状さえ無くなればと病気を強く憎む

患者さんへ「もうそろそろこの病気のこと許してやっ

てくれませんか。」その後ふっと力が抜けて良くなる

ことがあります。

　医師に都合の良い台詞にも聞こえますが、診断、治

療能力が一緒ならあとは言葉しかありません。言葉だ

けでも救われる人はいるのです。

卓　話

自然環境の要素である気象を考える
元気象庁本庁海上総括予報官　小　坂　順　一

　平成28年もあと一か月を切り今年の自然災害を振り返

ると、地象分野では熊本地震や鳥取地震、阿蘇山の噴

火、半月前には５年前の大惨事がよみがえる福島県沖地

震と続き、気象分野では今年も猛暑や大雨の話題が多

く、日本に上陸した台風については統計至上２番目の６

個もあり、あらためて災害大国日本を思わせます。

　一方、環境保全は公害などの

自然破壊を抑える人工的な取組み

ですが、地球温暖化を見つめる

と温室効果ガス排出により、猛

暑による不安定降水や竜巻などの

突風、海上温上昇による日本の

南海上での台風発達などがあり人

工的な環境負荷による自然災害の

増加は否めない現実です。

　ここで台風による風害、水害などの甚大な災害の軽

減を考えると、先を見越した防災行動を早い段階から

対応できる情報の提供が求められており台風予報の精度

向上が不可欠です。この向上には精度の高い予報と正

確で緻密な観測網が必要です。

　日本に影響を及ぼす台風の発生地域は熱帯地域の太

平洋上が多い。海上では衛星画像データを利用して動

きをかなり把握できるが現場で直接観測しているのでは

ないため、現場で直接取得している地上観測データに

より確実に台風の実況を把握することができます。この

観測ポイントが実際は海上で島や船舶の観測点のため

まばらで、気象台の観測点がない島も軍事基地の観測

点があるところが多く、観測点密度を緻密化して補完す

る意味でも気象台同様に正確な観測をする同基地の

データは重要です。次にこれらの観測データを利用し、

確率的な台風予測の精度向上を高めるため主要国の気

象予報データを幾つも並べ比較して予報するアンサンプ

ル予報が重要で、これにより台風の進路予報を決めて

います。

　これらの観測点の緻密化や予報精度の向上によって

発表される情報が、タイムリーな防災行動を進め、より

減災を高めていけると考えています。

●第５回理事会（平成28年11月30日（水）クラブ協議会

終了後　ウェスティンナゴヤキャッスル）

・2017〜2018年度役員・理事の件

・中浜明光君出席免除の件

・川合泰寛君退会の件

・その他
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